
JP 2015-524397 A5 2016.7.21

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
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【手続補正書】
【提出日】平成28年5月31日(2016.5.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　腫瘍による１つ又は複数の遺伝子の発現を検出するインビトロの方法であって、
　該遺伝子は、そのプロモーター中にＩＲＦ７結合部位を含み、
　対応する非転移性腫瘍における該遺伝子の発現レベルに対する該遺伝子の発現レベルの
低下が該腫瘍の転移性表現型を示す、上記方法。
【請求項２】
　前記遺伝子が表１に列挙した遺伝子から選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　少なくとも１０遺伝子、少なくとも２０遺伝子、少なくとも３０遺伝子、少なくとも４
０遺伝子、少なくとも５０遺伝子、少なくとも６０遺伝子、少なくとも７０遺伝子、少な
くとも８０遺伝子、少なくとも９０遺伝子、少なくとも１００遺伝子、少なくとも１１０
遺伝子、少なくとも１２０遺伝子、少なくとも１３０遺伝子、少なくとも１４０遺伝子、
少なくとも１５０遺伝子、少なくとも１６０遺伝子、少なくとも１７０遺伝子、少なくと
も１８０遺伝子、少なくとも１９０遺伝子、少なくとも２００遺伝子、又は少なくとも２
０８遺伝子についてスクリーニングすることを含む、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　表２から選択される１つ又は複数の遺伝子についてスクリーニングすることを含む、請
求項１又は２に記載の方法。
【請求項５】
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　表２に列挙した遺伝子の全部についてスクリーニングすることを含む、請求項４に記載
の方法。
【請求項６】
（ｉ）　ＩＦＩＴＭ３、ＴＬＲ３、ＩＲＦ７及びＩＬ１３ＲＡ１について、
（ｉｉ）　ＣＡＬＤ１、ＲＵＮＸ１、ＹＷＨＡＺ及びＨＢＥＧＦについて、
（ｉｉｉ）　ＩＬ１３ＲＡ１、ＣＳＦ２ＲＢ、ＳＴＡＴ１、ＣＤ４４、ＩＲＦ７、ＩＦＩ
４４、ＴＬＲ３及びＩＦＩＴＭ３について、
（ｉｖ）　ＩＬ１３ＲＡ１、ＣＤ８６、ＣＳＦ２ＲＢ、ＳＴＡＴ１、ＣＤ４４、ＩＲＦ７
、ＩＦＩ４４、ＴＬＲ３、ＩＥＲ３、ＩＦＩＴＭ３、ＲＵＮＸ３及びＣＴＳＳについて、
（ｖ）　ＩＦＩ４４、ＩＲＦ７、ＣＳＦ２ＲＢ、ＳＴＡＴ１、ＴＬＲ３、ＩＬ１３ＲＡ１
及びＩＦＩＴＭ３について、
（ｖｉ）　ＩＦＩ４４、ＩＲＦ７、ＣＳＦ２ＲＢ、ＳＴＡＴ１、ＴＬＲ３、ＩＦＩ２０２
Ｂ、ＩＥＲ３、ＲＵＮＸ３、ＣＴＳＳ、ＩＬ１３ＲＡ１、ＩＦＩＴＭ３及びＣＤ８６につ
いて、
（ｖｉｉ）　ＲＵＮＸ１、ＳＱＬＥ、ＰＤＸＫ、ＹＷＨＡＺ、ＤＤＸ３Ｘ、ＲＢＢＰ４、
ＨＢＥＧＦ、ＤＡＢ２及びＦＡＭ１２０Ａについて、
（ｖｉｉｉ）　ＲＵＮＸ１、ＳＱＬＥ、ＰＤＸＫ、ＨＮＭＴ、ＣＡＬＤ１、ＹＷＨＡＺ、
ＤＤＸ３Ｘ、ＲＢＢＰ４、ＴＨＢＳ１、ＨＢＥＧＦ、ＤＡＢ２及びＦＡＭ１２０Ａについ
て、
（ｉｘ）　ＰＴＰＲＫ及びＳＬＣ６Ａ６について、
（ｘ）　ＣＳＤＥ１、ＡＴＰ６Ｖ１Ｂ２、ＰＴＰＲＫ、ＬＧＭＮ、ＣＸＣＬ９、ＴＧＩＦ
１、ＮＩＰＡ２、ＳＬＣ６Ａ６、ＡＲＧ１、ＣＦＰ、ＣＴＳＨ及びＡＣＳＬ４について、
或いは
（ｘｉ）　ＤＨＸ５８、ＢＳＴ２、ＩＦＩ４４、ＩＦＩＴ３、ＩＲＦ７、ＳＴＡＴ１、Ｄ
ＳＰ及びＵＳＰ１８について、
　スクリーニングすることを含む、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項７】
　１つ又は複数の追加の遺伝子マーカーについてスクリーニングすることを含む、請求項
１から５までのいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　ＲＮＡ転写産物又はそれから転写されるｃＤＮＡのいずれかについて、或いはタンパク
質発現産物についてスクリーニングすることを対象とする、請求項１から７までのいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項９】
　腫瘍におけるＩＲＦ７、ＩＲＦ９又はＳＴＡＴ１の機能性レベル(functional level)を
検出するインビトロの方法であって、対応する非転移性腫瘍における該ＩＲＦ７、ＩＲＦ
９又はＳＴＡＴ１の機能性レベルの低下が該腫瘍の転移性表現型を示す、方法。
【請求項１０】
　分析の対象である腫瘍が原発腫瘍である、請求項１から９までのいずれか一項に記載の
方法。
【請求項１１】
　前記腫瘍が乳房、結腸、腎臓、肺、皮膚、卵巣、膵臓、前立腺、直腸、胃、甲状腺又は
子宮の腫瘍である、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記転移が骨転移である、請求項９から１１までのいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記機能性レベルが、ＩＲＦ７、ＩＲＦ９及び／又はＳＴＡＴ１の絶対レベル(absolut
e level)について、或いはＩＲＦ７、ＩＲＦ９及び／又はＳＴＡＴ１の活性についてスク
リーニングすることにより評価される、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
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　ＩＲＦ７機能異常によって特徴付けられる、個体の転移性癌を処置するための医薬組成
物であって、該個体のＩ型ＩＦＮのレベルを上方制御する薬剤を含む、医薬組成物。
【請求項１５】
　ＩＲＦ７機能異常によって特徴付けられる、個体の転移性癌を処置するための医薬の製
造におけるＩ型ＩＦＮのレベルを上方制御する薬剤の使用。
【請求項１６】
　前記癌が請求項１～１３の何れかに記載の方法によって診断可能である、請求項１４に
記載の医薬組成物又は請求項１５に記載の使用。
【請求項１７】
　前記癌が乳房、結腸、腎臓、肺、皮膚、卵巣、膵臓、前立腺、直腸、胃、甲状腺又は子
宮である、請求項１４から１６までのいずれか一項に記載の医薬組成物又は使用。
【請求項１８】
　前記Ｉ型ＩＦＮはＩＦＮα又はＩＦＮβである、請求項１４から１７までのいずれか一
項に記載の医薬組成物又は使用。
【請求項１９】
　前記薬剤は、Ｉ型ＩＦＮタンパク質又はその機能性断片であるか、
　Ｉ型ＩＦＮ又はその機能性断片をコードしている核酸分子であるか、或いは
　パターン認識受容体と相互作用する分子である、請求項１４から１８までのいずれか一
項に記載の医薬組成物又は使用。
【請求項２０】
　前記パターン認識受容体は、ＴＬＲ７／８アゴニスト、又はイミキモドなどの、Ｔｏｌ
ｌ様受容体又はＲＬＨである、請求項１９に記載の医薬組成物又は使用。
【請求項２１】
　前記個体がヒトである、請求項１から２０までのいずれか一項に記載の方法、医薬組成
物又は使用。
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